生活衛生豆知識№6
プールで感染する病気

遊泳プールで感染する病気はたくさんありますが、夏になると特に問題となりますアデノウイルス感染症（プール熱など）と伝染性軟属腫（水イボ）について説明します。

アデノウイルス感染症

	病　　　名

（通　　　称）
	咽頭結膜熱

（プール熱）
	流行性角結膜炎

（ハヤリ目）

	病　原　体
	アデノウイルス３型、７型
	アデノウイルス８型

	潜 伏 期 間
	３～４日
	５～７日

	おもな症状
	ノドが赤く腫れ。目が赤く充血・目やにがでる。高熱（３８～４０℃）
	目が赤く充血・目やにがでる。耳前リンパ節の腫れ。角膜の混濁。まぶた及び眼の周囲の腫れ。

	好 発 年 齢
	園児、小学校児童
	全年齢層


アデノウイルス：扁桃腺やリンパ節に潜んで増えるウイルスで、扁桃腺炎、気管支炎なども起こします。

水イボ

	病　　　名

（通　　　称）
	伝染性軟属腫

（水イボ）

	病 　原　体
	伝染性軟属腫ウイルス（ポックスウイルスの一つ）

	潜 伏 期 間
	２～６週間

	おもな症状
	ピンクもしくは白色の半球状の丘疹。中央にくぼみ。身体全体に発生し、特に脇の下・側胸・上腕の内側などすれる部位に多く発生。大きさは１～10ｍｍで同じ部位に数個発生。

	好 発 年 齢
	園児、小学校児童


感染経路
　ヒト－ヒトの接触・飛沫感染、タオルやビート板を介しての間接的感染、プール水による感染。

アデノウイルスは、遊泳プールの遊離残留塩素濃度（0.4～1.0mg/ｌ）の基準で不活化できますが、有機物が多い遊泳プールでは不活化は難しい考えられます。

対　　策
・　感染者を早く見つけて、遊泳を中止させるしか予防対策はありません。
・　幼稚園、小学校、スイミングスクールでは教員、コーチが準備体操の時に

アデノウイルス感染症は目やにや目に充血のあるか、水イボは身体を十分に調べて、症状が見られたらプールに入るのを中止させます。

・　感染者を見つけた場合には医師に診察を受けるように指導しますが、

アデノウイルス感染症の場合は特効薬・ワクチンがなく対症療法で、治療には時間がかかります。

水イボの場合には一つ一つ取り除き消毒する。数が多い場合には自然治癒を待ちます。

・　一般プールでは入口の注意事項の中に書いて注意を促すことしかできません。

例：目やにが多い人、目が赤い人、水イボが出ている人は、プールに入るのを止めましょう。

プールからあがったらシャワーを浴びて、すぐに水道水で目を洗いましょう。
2005. 5. 2　　　K.Oikawa















